
北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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（隔月１回発行　令和 3年12月10日発行）

C O N T E N T S
●農業生産基盤の整備に必要な予算総額の確保等を要請    ❷
財務省、農水省、国交省、道選出国会議員等に

●令和４年度農業農村整備予算の確保へ
　「農業農村整備の集い」    ❹
農林水産大臣はじめ国会議員が臨席
全国から約580名の土地改良関係者が総意結集 

●支部長の承認などを審議    ❻
定期監査の結果等について報告
第３回理事会 

●本道における農業農村整備事業の着実な推進に向け自民党道議会議員等へ要請
　自民党道連団体政策懇談会    ❻
●令和４年度農地海岸事業の予算確保を要請
　北海道海岸農地保全対策事業促進協会    ❼
●北海道ため池サポートセンターを設置
　農業用ため池の適正な保全管理を支援    ❼
●土地改良区の複式簿記会計への円滑な移行に向けた研修会を開催    ❼
●無利子資金の新規貸付計画など承認
　土地改良負担金対策事業審査委員会    ❽
●多面的機能支払に取り組む活動組織を紹介
　活動組織名：岩見沢市広域協定（岩見沢市） ～今ある美しい農村を未来につなごう～    ❾
●水土里情報システムの紹介    10

※ 「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展には、
全国から4,120点の応募がありました。

地域団体賞（理事長賞）受賞作品

「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展2021
～新発見！わたしたちのふるさと自慢～

「田んぼ」
上富良野町立上富良野小学校　2年　奈良　優花さん

（水土里ネットふらの）

「初めての田植え」
浦河町立荻伏小学校　5年　岩間　心春さん

（水土里ネットうらかわ）

「木のぼり」
北見市立相内小学校　4年　横山　東弥くん

（水土里ネット北見）
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る
。
先
程
紹
介
い
た
だ
い
た
動
画
で
、
現
場

や
事
業
の
効
果
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。
し
っ

か
り
と
予
算
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
知
恵
を

絞
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
北
海
道
に
お

け
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の
必
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
示
さ
れ
た
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
中
村
裕
之
、
武
部
新

両
副
大
臣
、
宮
崎
雅
夫
大
臣
政
務
官
に
要
請

し
、
中
村
副
大
臣
は
「
土
地
改
良
の
重
要
性

は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り
予
算
確

保
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
、武
部
副
大
臣
は
「
地

域
に
よ
り
様
々
な
要
望
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に

応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
」
と
応
え
、
宮
崎
政
務
官
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関

連
予
算
も
含
め
、
地
域
が
必
要
と
す
る
予
算

総
額
確
保
を
目
指
す
」
と
応
え
た
。

　

ま
た
、
道
選
出
国
会
議
員
等
へ
の
要
請
で

は
、
伊
東
良
孝
衆
議
院
議
員
は
「
生
産
基
盤

整
備
の
重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。
地
元
が

必
要
と
す
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の
予
算
総

額
の
確
保
に
向
け
て
頑
張
る
」
と
応
え
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
で
は
冨
樫
篤
英

官
房
審
議
官
、
遠
藤
知
庸
農
林
水
産
課
長
と

面
談
し
、必
要
な
予
算
の
確
保
等
を
求
め
た
。

　

本
会
は
11
月
16
日
か
ら
３
日
間
、
令
和
４

年
度
国
費
予
算
概
算
決
定
に
向
け
て
、
財
務

省
、
農
水
省
、
国
交
省
、
道
選
出
国
会
議
員

等
に
対
し
要
請
活
動
を
実
施
。
農
業
競
争
力

の
強
化
と
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
生
産
基
盤

整
備
の
計
画
的
な
推
進
に
必
要
な
当
初
予
算

を
は
じ
め
と
し
た
予
算
総
額
の
確
保
を
強
く

求
め
た
。
ま
た
、要
請
と
あ
わ
せ
て
、今
年
、

干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
た
北
海
道
で
、
畑
地
か

ん
が
い
が
玉
ね
ぎ
等
の
生
育
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
し
た
事
例
な
ど
を
動
画
映
像
で
紹
介

し
た
。

　

要
請
で
は
、
菊
地
博
会
長
、
德
永
哲
雄
副

会
長
を
は
じ
め
本
会
代
表
者
と
、
道
農
政
部

の
芳
賀
是
則
農
村
振
興
局
長
が
参
加
し
、「
生

産
基
盤
の
整
備
等
を
求
め
る
全
道
の
多
く
の

地
域
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
当
初
予

算
を
は
じ
め
と
し
た
予
算
総
額
の
確
保
」
を

訴
え
、
①
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
農

業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
の
確
保
②
農

業
・
農
村
の
強
靭
化
の
着
実
な
推
進
③
日
本

型
直
接
支
払
の
円
滑
な
推
進
④
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

等
に
よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
る
地
域
へ
の

万
全
な
対
策
―
の
実
現
を
求
め
た
。

　

財
務
省
で
は
、
野
村
宗
成
主
計
官
（
農
林

水
産
係
担
当
）
に
要
請
し
、
野
村
主
計
官
は

「
今
後
の
農
業
の
成
長
産
業
化
に
と
っ
て
農

業
農
村
整
備
事
業
が
大
事
だ
と
承
知
し
て
い

財
務
省
、
農
水
省
、
国
交
省
、
道
選
出
国
会
議
員
等
に

令
和
４
年
度
国
費
予
算
概
算
決
定
に
向
け

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
必
要
な

予
算
総
額
の
確
保
等
を
要
請

中村農林水産副大臣へ要請する本会代表者

武部農林水産副大臣へ要請する本会代表者

宮崎農林水産大臣政務官へ要請する本会代表者
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要　　請　　書
農業農村整備事業の推進等を求める

　北海道の農業は、積雪寒冷な気象など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と農業生産基盤整
備の積み重ねにより克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、我が国の食料の
安定供給に重要な役割を担ってきました。

　しかしながら、近年、農村地域の高齢化の進行や人口減少、国際化の進展、さらには、大規模な自
然災害の相次ぐ発生や新型コロナウイルスを契機とした生産・消費の変化など、我が国の食料・農業・
農村をめぐる情勢は大きく変化しています。

　このような中で、国は、本年３月に「新たな土地改良長期計画」を閣議決定し、農業の成長産業化
や農業・農村の強靭化に向けた農業農村整備事業を計画的かつ効果的に実施するとともに、５月には、
「みどりの食料システム戦略」を策定し、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立の実現に向
けて、環境負荷軽減やスマート技術の推進などの具体的な政策を打ち出すこととしております。

　大規模で専業的な農業が展開されている本道の農業・農村が引き続き発展し、国民への安全・安心
な食料の安定供給に一層貢献していくためには、飛躍的な生産性の向上が期待できるスマート農業の
推進や、高品質・高収益な作物の生産拡大、農村地域の防災・減災を進めていく必要があり、その礎
となる農地の大区画化や排水改良、農業水利施設の整備・保全などの着実な推進が不可欠であります。

　つきましては、令和４年度予算編成に当たり、地域の要望に即した農業生産基盤の整備等を推進す
るために必要な当初予算をはじめとした予算総額の安定確保等を要請します。

記

Ⅰ　農業農村整備事業等の着実な推進

　１．農業の成長産業化に向けた農業農村整備事業関係予算の確保

　 　○ 　国際化の進展に対応した力強い農業の展開や、スマート農業の加速化に向けて、農地や農業
水利施設、農道の整備・保全など、多様な地域のニーズを踏まえた生産基盤整備の計画的な推
進に必要な当初予算をはじめとした予算総額と新規採択枠を確保すること

　２．農業・農村の強靭化の着実な推進

　　 ○ 　農業水利施設の長寿命化・耐震化やＩＣＴなどの新技術を活用した戦略的な保全管理、集中
豪雨による洪水・湛水被害防止対策など、農業・農村の強靭化対策を着実に推進すること

　　○ 　農業用ダムや水田などの雨水貯留機能を活用した流域治水の取組を推進するとともに、関係
する施設等の管理者の過度の負担とならないよう配慮すること

　３．日本型直接支払の円滑な推進

　 　○ 　農地や水路、農道等の保全活動の適切な実施や、生産条件が不利な地域の農業生産活動が維
持できるよう、多面的機能支払及び中山間地域等直接支払に必要な予算を確保するとともに、
地方負担に対して十分な財政措置を講じること

Ⅱ　ＴＰＰ協定等により大きく影響を受ける地域への万全な対策

　 　○ 　ＴＰＰ11や日ＥＵ・ＥＰＡ、日米貿易協定などの国際化が進展する中、本道農業・農村が持
続的に発展するよう、引き続き、「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づき、万全な対策を講
じること

　　　　　令和３年11月
水土里ネット北海道　　　　　　　
北海道土地改良事業団体連合会　　

会長理事　菊　地　　博　　

11月16日～18日の要請活動で、説明に使用した動画はこちらから　　　　　　
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不
可
欠
な
生
産
基
盤

を
整
備
す
る
事
業
で

あ
り
、
農
村
地
域
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
上
で

大
変
重
要
な
事
業
で
あ
る
。
農
業
農
村
整
備

の
推
進
に
必
要
な
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
は
、
当
初
と
前
年
度
補
正
予
算
を
合

わ
せ
、
６
３
０
０
億
円
を
確
保
し
た
。
今
後

と
も
事
業
の
着
実
な
推
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
必
要
な
予
算
の
安
定
的
な
確
保
に
全
力

で
取
組
ん
で
ま
い
る
」
と
語
り
、
予
算
確
保

と
今
後
の
土
地
改
良
に
対
す
る
決
意
を
述
べ

た
。

　

都
道
府
県
水
土
里

ネ
ッ
ト
会
長
会
議
顧

問
の
進
藤
金
日
子
参

議
院
議
員
は
、「
農
業

政
策
、
地
域
政
策
、

国
土
政
策
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
土
地
改
良

の
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
な
が
ら
政
策
の
実
現
に

率
先
し
て
取
組
む
こ
と
が
私
の
土
地
改
良
に

お
け
る
役
割
で
あ
る
。
事
業
の
効
果
を
国
民

の
皆
様
に
ご
説
明
を
し
、
ご
理
解
を
得
る
こ

と
が
、
更
に
安
定
し
た
予
算
の
確
保
に
つ
な

が
る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
公
明
党
石
井
啓
一
幹
事
長
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
日
Ｅ
Ｕ
・
日
米
Ｔ
Ａ
Ｇ
等
経
済
協

定
対
策
本
部
の
森
山
裕
本
部
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
地
域
が
必
要
と
す
る
土
地
改
良
予
算
の

確
保
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
来
年
度
、
全
国
土
地
改
良
大
会

　

全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会（
会
長
・

二
階
俊
博
）
は
11
月
16
日
、
東
京
都
千
代
田

区
の
砂
防
会
館
別
館
で
「
農
業
農
村
整
備
の

集
い
」
を
開
い
た
。
農
林
水
産
省
か
ら
金
子

原
二
郎
大
臣
、
武
部
新
副
大
臣
、
宮
崎
雅
夫

大
臣
政
務
官
は
じ
め
、
牧
元
幸
司
農
村
振
興

局
長
、安
部
伸
治
同
局
次
長
ら
幹
部
が
出
席
。

ま
た
、
多
数
の
国
会
議
員
の
臨
席
を
得
て
、

全
国
か
ら
約
５
８
０
名
、
う
ち
北
海
道
か
ら

61
名
が
参
加
。
事
業
の
計
画
的
・
安
定
的
な

推
進
の
た
め
に
必
要
な
予
算
確
保
や
大
規
模

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
早
急
に
進
め
る

こ
と
な
ど
、
10
項
目
か
ら
な
る
要
請
書
を
全

会
一
致
で
採
択
し
、
総
意
を
結
集
し
た
。

　

集
い
で
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
挨
拶

に
立
っ
た
全
国
水
土

里
ネ
ッ
ト
の
二
階
俊

博
会
長
は
、
国
会
議

員
等
の
臨
席
に
お
礼
を
述
べ
た
あ
と
、「
皆
さ

ん
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
技
術
や
経

験
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
農
家
の
方
々
に
期

待
を
持
っ
て
働
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環

境
を
作
る
た
め
、
我
々
は
一
致
団
結
し
て

闘
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ

が
小
康
状
態
と
な
っ
て
い
る
今
こ
そ
、進
藤
、

宮
崎
両
参
議
院
議
員
の
「
車
の
両
輪
体
制
」

の
も
と
、
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
。

名
実
と
も
に
「
闘
う
土
地
改
良
」
の
意
識
を

強
く
持
っ
て
予
算
確
保
に
向
け
て
頑
張
ろ

う
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
た
。

　

臨
席
し
た
金
子
原
二
郎
大
臣
は
、
祝
辞
の

中
で
、「
農
業
農
村
整
備
事
業
は
農
地
や
農
業

水
利
施
設
と
い
っ
た
、
農
業
に
と
っ
て
必
要

農業農村整備予算の獲得に向けて、総力を結集した農業農村整備の集い

ガンバロウ三唱に拍手する菊地会長をはじめ本会代表者

を
開
催
す
る
水
土
里
ネ
ッ
ト
お
き
な
わ
の
古

謝
景
春
会
長
が
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
及

び
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
必
要
な

予
算
の
確
保
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
要
請
案
を

読
み
上
げ
、こ
れ
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

　

最
後
に
、
あ
い
ち
水
土
里
ネ
ッ
ト
女
性
の

会
の
加
藤
里
恵
会
長
は
、「
女
性
も
生
き
生
き

と
働
く
こ
と
が
で
き
る
土
地
改
良
を
作
る
た

め
に
、
そ
し
て
、
大
切
な
農
業
農
村
を
守
る

た
め
に
、
更
に
は
、
多
く
の
予
算
を
獲
得
す

る
た
め
に
」
と
述
べ
、〝
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
〞

を
声
高
ら
か
に
発
声
。
会
場
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
唱
和
の

代
わ
り
に
万
雷
の
拍
手
で
迎
え
、
予
算
確
保

へ
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

　

集
い
で
採
択
し
た
要
請
書
は
次
の
通
り
。

令
和
４
年
度
農
業
農
村
整
備
予
算
の
確
保
へ

農
林
水
産
大
臣
は
じ
め
国
会
議
員
が
臨
席

全
国
か
ら
約
５
８
０
名
の
土
地
改
良
関
係
者
が
総
意
結
集

『
農
業
農
村
整
備
の
集
い
』
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　新型コロナウイルス感染症により世界経済は大きな影響を受けるとともに、地球規模の異常気象による大規模災害が
世界各地で頻発している。このような顕在化するリスクに対して、特に重要な食料安全保障確立の観点から、日本の食
料生産を支えている農業生産基盤を維持し、国民の不安を解消していかなければならない。その一方で、農業・農村では、
高齢化や減少により、農地や農業用水の管理に支障が生じることで営農の継続が困難になるとともに、全国的な米価下
落の影響により農家経営の悪化が懸念されるなど、様々な課題に直面している。
　このような情勢のもと、昨年３月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」、本年３月に閣議決定された新たな
「土地改良長期計画」及び本年５月に策定された「みどりの食料システム戦略」の実現に向け、農地の大区画化・汎用化、
農業水利施設の適時適切な補修・更新や省エネ化・再エネ利用等を行い、農業を魅力ある産業として担い手に引き継い
でいくことが極めて重要な課題となっている。加えて、全国各地でため池を含む農業水利施設等の老朽化が進行する中、
令和２年７月豪雨災害に代表されるように、気候変動による豪雨災害や大規模地震が頻発しており、国民の生命と財産
を守るためにも、洪水被害防止対策やため池等の耐震化などの農村地域の防災・減災対策の推進を通じた国土の強靭化
が極めて重要な課題となっている。
　近年の土地改良制度については、平成29年、30年に土地改良法が改正され、農地中間管理機構と連携した農業者の費
用負担を求めない農地整備事業や、ため池等の耐震化を迅速に進める事業等が創設されるとともに、土地改良区の運営
基盤の強化を図る見直しが講じられたところである。また令和元年に「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」が、
令和２年に「防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別措置法」が施行され、ため池工事等を推進す
る措置が講じられたところである。
　水土里ネットには、力強い農業の実現等を通じた食料の安定供給や農業・農村の多面的機能を発揮させるため、先人
達のたゆまぬ努力により維持・活用されてきた農地・農業用水等の地域資源を良好な状態で次世代に継承していく責務
があるとともに、国民の生命と財産を守るため、農村地域の防災・減災対策等の国土強靭化を継続的に推進していかな
ければならない。水土里ネットが有する技術、経験など持てる能力を最大限に発揮するため、女性の能力を活用しつつ、
その体制強化が喫緊の課題となっている。
　土地改良関係予算については、「闘う土地改良」の旗印の下、組織を挙げて様々な活動を行った結果、令和２年度補正
予算、令和３年度当初予算を含め、全国の要望を満たす6,300億円を確保することができた。水土里ネットは、この予算
を活用し、農業・農村、更には、水土里ネット自身が抱える課題をも直視しながら、国が示した農政の展開方向を踏まえ、
積極的な貢献を果たしていく覚悟である。
　全国の水土里ネットは、これまで培ってきた技術と経験を活用し、「闘う土地改良」のスローガンの下、一致団結して、
次の事項の実現を図ることを国に強く要請する。

記

　一 　土地改良事業の計画的・安定的な推進のため、令和３年度補正予算及び令和４年度当初予算において、必要な予
算を確保すること。

　二 　近年の大規模災害からの復旧・復興を早急に進めること。その際、原形復旧に止まらず、再度災害防止の措置を
講じるとともに事務手続きの簡素化に取り組むこと。

　三 　食料安定供給の確保、スマート農業の実装、高収益作物への転換、米の需給安定のための麦・大豆の生産拡大、
農産物の輸出促進等を図るため、農地集積・集約化を促す農地の大区画化と水田の畑地化・汎用化をより一層推進
すること。

　四 　農村地域の国土強靭化のため、老朽化した農業水利施設の長寿命化、豪雨・耐震化対策等を一層推進すること。
併せて、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策については２年目以降も１年目と同様に十分な予算を
確保すること。また、「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」及び「防災重点農業用ため池に係る防災工事等
の推進に関する特別措置法」に基づき、技術的・財政的支援を講ずること。

　五　複式簿記の導入など組織運営基盤の強化に対する支援を、水土里ネットの声に真摯に耳を傾けて推進すること。
　六 　流域治水の取組推進に当たっては、関係する農業水利施設等の管理者や田んぼダムに取り組む農業者に過度な負
担及び責任が生じないよう配慮すること。

　七 　安全・安心で快適な生活環境を確保するため、農業集落排水施設や農道等の生活インフラの再編・強靭化、農村
地域の情報通信環境の整備を推進すること。

　八 　本年５月に農林水産省が公表した「人・農地など関連施策の見直し」に掲げられた土地改良制度の拡充（ため池
等の豪雨対策、農地・農業水利施設の整備等に対する農家負担の軽減を含む支援、市町村や土地改良を連合会がサポー
トする仕組み等）を令和４年度予算の成立に合わせて具体化すること。

　九 　新型コロナウイルス感染症の拡大状況を踏まえ、必要に応じ、農業水利施設の維持管理に関するセーフティネッ
トを構築すること。

　十　上記事項の実施に当たり、水土里ネットが有する技術、経験などを十分発揮できるよう配慮すること。

　　令和３年11月16日
全国土地改良事業団体連合会、都道府県土地改良事業団体連合会

要　　請　　書
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12月1日に開いた第3回理事会

自民党道議会議員へ要請する本会代表者

　

本
会
は
12
月
1
日
、
本
年
度
第
3
回
理
事

会
を
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
支
部

長
の
承
認
、
総
務
金
融
委
員
会
委
員
の
選
任

な
ど
、
8
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。
ま
た
、
農
業
農
村
整
備
事
業

の
推
進
等
を
求
め
る
中
央
要
請
行
動
、
令
和

3
年
度
事
業
の
実
施
状
況
、
定
期
監
査
の
結

果
等
を
報
告
し
た
。

　

冒
頭
、
菊
地
博
会
長
は
挨
拶
に
立
ち
、「
農

業
農
村
整
備
予
算
の
確
保
に
向
け
て
、
役
員

を
は
じ
め
支
部
並
び
に
多
く
の
会
員
の
絶
大

　

本
会
は
10
月
13
日
、
道
議
会
会
議
室
で
行

わ
れ
た
自
民
党
道
連
団
体
政
策
懇
談
会
に
出

席
し
、
農
業
の
成
長
産
業
化
と
農
業･

農
村

の
強
靱
化
に
向
け
た
生
産
基
盤
整
備
の
計
画

的
な
推
進
に
必
要
な
当
初
予
算
を
は
じ
め
と

し
た
予
算
総
額
の
確
保
等
に
つ
い
て
道
議
会

議
員
へ
要
請
を
行
っ
た
。

　

政
策
懇
談
会
で
は
、
自
民
党
道
連
の
松
浦

宗
信
政
調
会
長
を
は
じ
め
道
議
会
議
員
11
名

が
出
席
。
本
会
か
ら
は
、菊
地
博
会
長
理
事
、

加
藤
聡
専
務
理
事
、
本
間
勤
常
務
理
事
、
古

な
る
支
援
・
協
力
を
い
た
だ
き
、
精
力
的
に

国
に
対
し
要
請
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
皆
様

方
の
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
年
内
に

予
定
さ
れ
て
い
る
当
初
予
算
の
概
算
決
定
に

お
い
て
、
地
域
の
要
望
に
即
し
た
農
業
生
産

基
盤
の
整
備
に
必
要
な
予
算
総
額
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
」
と
述
べ
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
令
和
3
年
度
事
業
を
対

象
と
し
た
定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
伊

藤
修
二
総
括
監
事
は
、「
健
全
な
財
務
運
営
と

計
画
に
即
し
た
事
業
推
進
が
図
ら
れ
て
い

る
」
と
報
告
し
た
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
空
知
支
部
長
に
菊
地

博
氏
（
な
が
ぬ
ま
土
地
改
良
区
理
事
長
）、

上
川
支
部
長
に
榎
本
好
男
氏
（
て
し
お
が
わ

土
地
改
良
区
理
事
長
）
を
任
命
、
総
務
金
融

委
員
会
委
員
に
榎
本
好
男
氏
（
て
し
お
が
わ

土
地
改
良
区
理
事
長
）
を
選
任
、
農
業
農
村

整
備
推
進
委
員
会
委
員
に
太
田
正
人
氏
（
当

麻
土
地
改
良
区
理
事
長
）、吉
田
幸
男
氏
（
空

知
川
上
流
土
地
改
良
区
理
事
長
）を
任
命
し
、

こ
れ
ら
を
承
認
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
支
部
運

営
、
役
員
退
任
功
労
金
並
び
に
職
員
退
職
給

与
金
管
理
、
基
本
財
産
管
理
、
事
業
調
整
金

管
理
の
4
規
程
の
一
部
改
正
を
承
認
し
た
。

谷
陽
一
理
事
の
4
理
事
が
出
席
。

　

冒
頭
、
菊
地
会
長
は
、
道
の
農
業
競
争
力

基
盤
強
化
特
別
対
策
事
業
（
通
称
・
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
）
が
本
年
度
か
ら
6
期
対
策
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
お
礼

を
述
べ
た
後
、
要
請
で
は
、
①
農
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係

予
算
の
確
保
、
②
農
業･

農
村
の
強
靱
化
の

着
実
な
推
進
、
③
日
本
型
直
接
支
払
の
円
滑

な
推
進
、
④
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
等
に
よ
り
大
き
く

影
響
を
受
け
る
地
域
へ
の
万
全
な
対
策
の
4

項
目
の
実
現
を
求
め
た
。

　

要
請
に
対
し
、
出
席
し
た
議
員
か
ら
は
、

「
新
規
地
区
の
採
択
な
ど
の
地
元
要
望
に
応

え
る
た
め
に
は
、
当
初
予
算
が
大
事
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
国
会
議
員
と
連
携
し
、

必
要
な
予
算
確
保
に
努
め
る
」
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
、
北
海
道
に
お
け
る
農
業

農
村
整
備
事
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を

得
た
。

定
期
監
査
の
結
果
等
に
つ
い
て
報
告

支
部
長
の
承
認
な
ど
を
審
議

第
３
回
理
事
会

本
道
に
お
け
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の
着
実
な
推
進
に
向
け

自
民
党
道
議
会
議
員
等
へ
要
請

自
民
党
道
連
団
体
政
策
懇
談
会
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北
海
道
海
岸
農
地
保
全

対
策
事
業
促
進
協
会

令
和
４
年
度
農
地
海
岸
事
業
の

予
算
確
保
を
要
請

農
業
用
た
め
池
の
適
正
な
保
全
管
理
を
支
援

北
海
道
た
め
池
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
設
置

土
地
改
良
区
の
複
式
簿
記

会
計
へ
の
円
滑
な
移
行
に

向
け
た
研
修
会
を
開
催

　

北
海
道
海
岸
農
地
保
全
対
策
事
業
促
進
協

会
（
会
長
＝
石
田
昭
廣
・
湧
別
町
長
、
事
務

局
＝
道
土
地
連
）
は
、
11
月
11
日
、
道
選
出

国
会
議
員
、
農
水
省
、
国
交
省
北
海
道
局
に

対
し
要
請
活
動
を
実
施
。
令
和
4
年
度
国
費

予
算
編
成
に
向
け
て
、
海
岸
保
全
施
設
の
整

備
を
進
め
る
農
地
海
岸
事
業
の
計
画
的
な
推

進
に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
強
く
求
め
た
。

　

要
請
で
は
、
笹
川
洸
志
副
会
長
（
遠
別
町

長
）
と
道
土
地
連
の
加
藤
聡
専
務
理
事
が
道

内
選
出
国
会
議
員
を
は
じ
め
農
水
省
農
村
振

興
局
等
を
訪
れ
、「
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
北

海
道
に
お
け
る
農
地
海
岸
事
業
は
、
津
波
･

高
潮
等
に
よ
る
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
と
農

地
等
の
財
産
を
守
り
、
農
業
生
産
の
維
持
及

び
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
緊
急
度
の
高
い

事
業
と
し
て
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
広
く

国
民
か
ら
積
極
的
な
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
訴
え
、
道
内
の
継
続
7
地
区
と
新
規

採
択
要
望
2
地
区
の
海
岸
保
全
施
設
整
備
の

推
進
に
必
要
な
令
和
4
年
度
予
算
の
確
保
を

強
く
求
め
た
。

　

道
は
11
月
1
日
、
道
内
の
農
業
用
た
め
池

の
保
全
管
理
体
制
の
強
化
を
目
的
と
す
る

「
北
海
道
た
め
池
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
本
会
本
部
事
務
所
内
（
札
幌
市
）

に
開
設
し
た
。

　

国
は
令
和
2
年
に
「
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
を
制
定
し
、
当
該
た
め
池
に

係
る
防
災
工
事
等
を
的
確
か
つ
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
に
、「
た
め
池
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
道
の
協
力
要
請
に
基
づ
き
、
道

と
本
会
が
共
同
で
運
営
す
る
同
セ
ン
タ
ー
を

本
会
に
設
置
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

道
農
村
整
備
課
、各
関
係
（
総
合
）
振
興
局
、

本
会
事
業
管
理
室
が
連
携
し
て
、
た
め
池
に

関
す
る
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
安
全
確
保

の
た
め
の
現
地
調
査
、
た
め
池
の
保
全
管
理

に
関
す
る
技
術
的
指
導
・
助
言
、
自
然
災
害

等
か
ら
の
安
全
性
の
確
保
に
必
要
な
情
報
発

信
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。（
同
セ
ン

タ
ー
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
《
別
掲
》）

　

11
月
24
日
、
札
幌
市
内
で
道
内
土
地
改
良

区
の
職
員
等
を
対
象
に
令
和
3
年
度
複
式
簿

記
導
入
促
進
特
別
研
修
会
を
開
催
し
た
＝
写

真
。
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
田

村
栄
二
参
与
ら
が
講
師
と
な
り
、
複
式
簿
記

会
計
の
導
入
に
関
す
る
知
識
の
習
得
の
た
め

の
実
務
研
修
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、加
藤
聡
専
務
理
事
が
挨
拶
に
立
ち
、

土
地
改
良
区
の
複
式
簿
記
会
計
の
導
入
・
移

行
に
向
け
て
、「
土
地
改
良
区
に
お
い
て
は
、

令
和
4
年
事
業
年
度
ま
で
に
貸
借
対
照
表
の

作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
会

と
し
て
も
、
関
係
機
関
等
の
指
導
の
下
、
引

き
続
き
支
援
を
し
て
行
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
土
地
改
良
区
の
円
滑
な
会

計
移
行
の
実
現
を
目
的
に
、
実
施
主
体
で
あ

る
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
と
本
会

が
連
携
し
、
開
催
し
た
。
1
回
目
と
な
る
本

研
修
会
に
は
約
70
名
が
参
加
。
田
村
参
与
ら

が
、
減
価
償
却
の
実
務
、
会
計
細
則
例
･
維

持
管
理
計
画
、開
始
貸
借
対
照
表
の
作
成
、財

務
諸
表
の
作
成
手
順
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

伊東衆議院議員へ要請する笹川副会長

複式簿記導入促進特別研修会を受講する土地改良
区職員等

同センターの看板を掲出する芳賀道農政
部農村振興局長（左）と加藤専務理事（右）
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本
会
は
10
月
29
日
、
農
家
負
担
金
軽
減
支

援
対
策
事
業
な
ど
の
計
画
を
審
査
す
る
土
地

改
良
負
担
金
対
策
事
業
審
査
委
員
会
（
委
員

長
＝
本
間
勤
常
務
理
事
）
を
本
会
会
議
室
で

開
き
、
無
利
子
資
金
の
新
規
貸
付
計
画
２
地

区
、
変
更
計
画
２
地
区
に
つ
い
て
、
そ
の
事

業
内
容
等
を
審
査
し
、
承
認
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
無
利
子
資
金
の
貸
付
等
を

行
う
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
等
支

援
事
業
の
新
規
貸
付
計
画
地
区
と
し
て
、
伊

達
市
の
伊
達
地
区
（
国
営
緊
急
農
地
再
編
整

備
事
業
）
と
北
海
土
地
改
良
区
の

中
樹
林
第
５
地
区
（
道
営
水
利
施

設
等
保
全
高
度
化
事
業
）
に
つ
い

て
、
対
象
と
な
る
土
地
改
良
事
業

の
概
要
や
支
援
資
金
の
借
入
計
画

と
償
還
計
画
、
事
業
要
件
と
な
る

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
の
向

上
目
標
な
ど
を
審
査
。
ま
た
、
農

地
利
用
集
積
率
の
変
更
が
生
じ
た

２
地
区
に
つ
い
て
、
担
い
手
農
地

利
用
集
積
向
上
計
画
等
を
審
査

し
、
こ
れ
ら
を
承
認
し
た
。

　

当
委
員
会
の
承
認
を
踏
ま
え
今

後
は
、
道
へ
の
計
画
承
認
申
請
、

国
へ
の
申
請
等
を
経
て
計
画
の
認

定
が
さ
れ
る
予
定
。

　

委
員
長
以
外
の
委
員
は
次
の
通
り

　
　
（
敬
称
略
）

　

▽
畔
津
知
朗
（
道
開
発
局
農
業

水
産
部
農
業
整
備
課
長
）
▽
神
田

吏
（
道
農
政
部
農
村
振
興
局
農
業

施
設
管
理
課
長
）
▽
乾
泰
司
（
道

農
業
会
議
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
）
▽
三
國
榮
一
郎
（
株
式
会
社

日
本
政
策
金
融
公
庫
札
幌
支
店
農

林
水
産
事
業
副
事
業
統
括
）
▽
沼

田
光
弘
（
道
農
業
協
同
組
合
中
央

会
Ｊ
Ａ
総
合
支
援
部
営
農
支
援
担

当
部
長
）
▽
小
森
邦
寛
（
道
信
用

農
業
協
同
組
合
連
合
会
農
業
融
資

部
長
）
▽
眞
鍋
篤
（
本
会
参
事
）

土
地
改
良
負
担
金
対
策
事
業
審
査
委
員
会

無
利
子
資
金
の

新
規
貸
付
計
画
な
ど
承
認

令和３年度土地改良負担金対策事業　実施計画
１．水田・畑作経営所得安定対策等支援事業
　担い手への農地利用集積等の事業要件を達成できると見込まれる地区に対し、土地改良事業の農家負担額の５／６
を限度額として無利子資金の貸し付けを行う。

（参考）H19～R2　貸付総額　22,023,274千円　認定地区数　319
　　　　H19～R2　償還総額　23,148,331千円　新規申請地区数　3

団体数 地区数 支援資金払出額 支援資金償還額
55 210 700,000千円 1,260,000 千円

（参考）H2～R2　借入総額　44,180,217千円　認定地区数　188
　　　　H2～R2　利子補給総額　8,800,702千円

４．土地改良負担金償還平準化事業
　土地改良事業等の受益者負担金を償還中の地域にあって、土地改良区等が年償還額のピーク時の一定割合を超える
部分を融資機関から借り入れ、後年に繰り延べすることにより償還の平準化を図る場合に、借入利率が無利子となる
よう利子補給を行う。
団体数 地区数 借入予定額 利子補給予定額
12 17 7,700千円 9,600千円

（参考）H21～R2　利子助成総額　7,376,180千円　認定地区数　102

２．経営安定対策等基盤整備緊急支援事業
　土地改良事業等の受益者負担金を償還中の地域にあって、担い手への農地利用集積等の事業要件を達成できると見
込まれる地域に対し、負担金等の償還利息相当額の助成を行う。
団体数 地区数 利子助成予定額
12 14 13,300 千円

（参考）H7～R2　利子助成総額　11,642,833千円　認定地区数　293

５．担い手育成支援事業
　土地改良事業等の受益者負担金を償還中で、担い手への農地利用集積に積極的に取り組む地区にあって、地元負担
金の水準が一定割合以上の地区に対し、償還利率が一定率を超える利子相当額を助成する。
団体数 地区数 利子助成予定額
4 4 6,500 千円

３．災害被災地域土地改良負担金償還助成事業
　一定規模以上被災した農用地又は土地改良施設等の受益地に係る被災年度の土地改良事業負担金の償還利息に相当
する額の助成を行う。
団体数 地区数 利子助成予定額
－ － 100 千円
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＜組織概要＞
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‒  水土里情報システムの紹介 ‒
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‒  水土里情報システム活用事例の紹介 ‒
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